

























































































































































































































































































































































































































































































































○ ETMF(Engineering Technologist Mobility
 
Forum)協約は、2003年各参与する経済圏と国家機関
が署名して発足した。協約に参加する機関は、３年制
工学教育卒業者(Engineering technologists)に対し
て相互認定制度を樹立することに合意した。
４．技術士資格管理・運営制度のグロバル化
4．1 技術士登録制度導入
技術士教育訓練、経歴監理など体系的な技術監理・
運営のために技術士登録・更新制度導入推進し、技術
士が技術士職務を遂行しようとする場合、未来創造科
学部長官に登録し、一定期間単位で登録を更新できる
根拠を作る。また専門技術人材の体系的な育成を図っ
て建築士、公認会計士など国内他の分野の専門資格者
のように責任と義務を付与する。
4．2 技術士制度運営現況
技術士の定義および職務(技術士法第２条及び第３条)
(定義)国家技術資格法上最高水準の資格である技術士
(Professional Engineer)というのは、次のように定義
されている。
当該分野に関する高度の専門知識と実務経験に立脚
した応用能力を保有したものとして国家技術資格法第
10条によって技術士資格を取ったものをいう。
(技術士の職務)技術士は科学技術に関する専門的応用
能力を必要とする事項に対する計画・研究・設計・分
析・調査・試験・施工・監理・評価・診断・試験運転・
事業管理・技術判断(技術判定含む)・技術仲裁または
これに関する技術諮問と技術指導遂行する。
4．3 技術士制度運営体系
技術士の体系的な育成管理は、教育科学技術部が総
括し、技術士の検定は労働部、活用は13の関係部署で
管理している。技術士の試験、監理活用が13個部署に
分散していて先進国および専門資格者(建築士、弁理士
など)制度に比べて不十分である。
4．4 技術士資格種目
技術士資格の国際通用性確保のため先進国と比べ細
分化(22分野84種目)されている国内技術士資格種目を
国際水準(16内外種目)に再整備している??。
4．5 国家間技術士資格の相互認定
国家間技術士資格のMRAが行われれば協定締結国
から他国の技術士が別途に追加的な資格試験を受ける
必要がなく、元の資格付与国で教育、経歴などを相互
同等な立場で認める。
・技術士資格の国際通用確保のための努力は資格の
MRA他にもビザ発給などを通じて就職、ビジネス活
動との連携ができる市場接近の問題と共に考慮され
る。
・技術士の相互資格認定はAPECおよびEMFエンジ
ニアのようにIEA会員国間が認める国際技術士水準で
論議されているが、多国間協定方式にMRAを推進す
るのは難しい状況である。
5．今後の課題
技術士資格は海外進出に対する期待が高い状況から
継続的に選抜しているが、APEC5エンジニアなど国際
技術士の実際海外進出実績は少ない状況であり、今後
理工分野専門資格である技術士の有効的な海外進出の
ためには次のような努力が必要である。
韓国の技術士制度は職務遂行力量をグローバル水準
に向上させ、教育訓練、インターンシップ、登録、継
続教育、更新などグローバル基準に合う国内資格制度
改善と定着のための教育訓練プログラムの強化および
拡大が必要である。またFTAの基盤としてのMRAを
協定した国家間相互交流を通して需給不一致をどのよ
うに解消したか確かめる事例研究(例えば、アメリカ、
オーストラリア・日本、NAFTAからMRAを結んだ事
例などの分析結果を基に海外進出戦略を樹立)をする
ことが望ましい。MRAが締結した以後には、グローバ
ルスタンダードに一致する優秀な人材の確保と資格の
MRAなどを通しての国際通用性確保は専門人材の国
家間移動を促進する革新的な要素になるが、現時点で
はMRAによる専門人材移動はFTA締結国間に例外的
に行われて実績も得られない状態である。
制度の先進化のために高等教育制度から資格の発給
韓国における技術士制度発展基本計画
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および管理にいたるまで国内の制度全般を検討する必
要がある。
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